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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

配
置
計
画
作
り
に
着
手
し
、
す
で
に

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
小
金
井
市
も

施
設
白
書
は
作
っ
た
が
、
計
画
作
り

に
は
着
手
で
き
て
い
な
い
。
秦
野
市

と
同
じ
よ
う
に
、
研
究
者
や
専
門
家

を
入
れ
た
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。

　

企
画
財
政
部
長　

現
時
点
で
は
、

施
設
の
維
持
、
保
全
の
方
向
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
秦
野
市
の
や

り
方
で
今
す
ぐ
進
め
て
い
く
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

■
そ
の
他
、
市
制
施
行　

周
年
（
５

６０

年
後
）
記
念
行
事
を
市
民
協
働
で
構

築
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

て
い
る
。

　

福
祉
保
健
部
長　

形
対
象
者
が
増

加
し
て
い
る
中
で
、
人
員
は
限
ら
れ

て
い
る
。
内
容
の
見
直
し
を
行
う
場

合
に
は
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

許
ひ
と
り
親
が
子
ど
も
を
育
て
な

が
ら
生
活
す
る
の
は
大
変
で
あ
る
。

自
立
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
人

た
ち
に
温
い
手
を
差
し
伸
べ
て
も
ら

い
た
い
。
保
育
所
の
優
先
入
所
は
あ

る
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

保
育
の
実
施

基
準
指
数
を
定
め
て
い
て
ひ
と
り
親

に　

点
加
点
、
同
点
の
時
は
優
先
し

１０
て
い
る
。

推
進
し
て
い
る
。
全
体
的
な
報
告
の

場
は
研
究
し
た
い
。

　

環
境
政
策
課
長　

径
環
境
審
議
会

や
環
境
市
民
会
議
等
も
あ
る
。
ど
の

よ
う
に
な
る
か
受
け
止
め
た
い
。

　

許
希
望
す
れ
ば
在
宅
で
看
取
り
が

で
き
る
街
に
す
る
た
め
、
契
医
療
と

介
護
、
福
祉
の
連
携
、
終
末
期
医
療

を
計
画
に
含
め
よ
。
形
高
齢
者
や
家

族
を
支
え
る
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
介
護
保
険
運

営
協
議
会
で
在
宅
医
療
体
制
の
充
実

を
検
討
し
た
い
。
形
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
こ
の
テ
ー
マ
の
講
座
を
開
催
。

民
の
幸
せ
や
医
療
費
の
減
額
に
も
つ

な
が
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
小
金

井
市
で
も
食
育
推
進
基
本
条
例
が
制

定
さ
れ
て
い
る
。「
食
事
」が
免
疫
力

や
代
謝
力
も
高
め
て
い
る
。

　

契
健
康
を
守
る
た
め
の
減
塩
の
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
を
。
形
荒
川
区
の
よ

う
な
満
点
メ
ニ
ュ
ー
を
作
ら
な
い
か
。

径
高
齢
者
向
け
の
食
育
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

契
総
合
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。
形
今
後
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。
径
す
で
に
実
施
し

て
い
る
。

者
支
援
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
中
。
市

で
も
情
報
共
有
し
て
対
応
し
た
い
。

　

許
２
０
１
４
年
は
「
国
連
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
を
日
本
が
批
准
し
て

　

周
年
と
な
る
。
こ
の
機
会
に
市
民

２０と
連
携
し
「
小
金
井
市
子
ど
も
の
権

利
条
例
」
の
周
知
を
図
れ
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

子
育
て
・
子

育
ち
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で

企
画
を
立
て
る
場
合
は
市
も
協
力
す

る
。
公
民
館
の
子
ど
も
の
人
権
講
座

と
の
連
携
も
検
討
す
る
。

■
そ
の
他
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

映
写
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
要
望
し
ま

し
た
。

負
担
に
お
い
て
実
効
あ
る
措
置
を
講

じ
る
よ
う
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
恵

更
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
。
慶
本

市
の
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、
国
民

健
康
保
険
財
政
運
営
の
健
全
化
を
目

指
す
も
の
と
し
て
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
た
い
。

　

許
危
機
的
財
政
状
況
で
あ
る
な
ら

ば
、
現
在
進
め
て
い
る
駅
前
開
発
や

都
市
計
画
道
路
建
設
を
、
中
止
あ
る

い
は
一
時
凍
結
す
べ
き
で
あ
る
。

　

市
長　

計
画
し
て
い
る
内
容
は
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
ま
ち
づ
く
り

に
関
し
て
も
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
い

く
の
が
我
々
の
責
務
で
あ
る
。

大
人
は
口
出
し
禁
止
の
子
ど
も
の

ま
ち
・
ミ
ニ
こ
が
ね
い

ハ
コ
モ
ノ
の
整
理
統
合
に
よ
り
ム

ダ
遣
い
を
な
く
す
改
革
を
大
胆
に

進
め
て
い
る
神
奈
川
県
秦
野
市

高
齢
者
が
就
労
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

田
頭
祐
子
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

虚
契
未
来
を
一
番
持
つ
子
ど
も
た

ち
の
声
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
取

組
は
。
形
学
童
保
育
委
託
化
や
の
び

ゆ
く
子
ど
も
プ
ラ
ン
等
の
ニ
ー
ズ
調

査
は
ま
ち
づ
く
り
参
加
の
視
点
で
子

ど
も
の
声
を
聞
か
な
い
か
。
径
公
園

の
ニ
ー
ズ
調
査
は
子
ど
も
参
加
で
行

い
、
環
境
基
本
計
画
に
も
反
映
し
な

い
か
。
恵
子
ど
も
の
ま
ち
・
ミ
ニ
こ

が
ね
い
な
ど
、
子
ど
も
参
画
を
テ
ー

マ
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
な
い
か
。

　

子
ど
も
家
庭
部
長　

契
児
童
館
の

意
見
箱
や
子
ど
も
会
議
で
の
４
館
合

同
行
事
の
実
施
、
貫
井
北
町
地
域
セ

ン
タ
ー
設
計
な
ど
で
、
そ
の
機
会
は

徐
々
に
持
た
れ
て
き
た
。
形
学
童
保

育
委
託
は
今
後
運
営
協
議
会
等
で
検

討
。
ニ
ー
ズ
調
査
は
研
究
。
恵
子
ど

も
の
意
見
表
明
の
場
は
、
各
事
業
で

子
ど
も
参
画
で
誰
も

子
ど
も
参
画
で
誰
も
がが

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
作
り

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
作
り
をを

紀　

由
紀
子
（
公
明
党
）

　

虚
子
ど
も
達
に
命
の
大
切
さ
を
学

ぶ
「
が
ん
教
育
」
を
。

　

今
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
、

が
ん
に
な
っ
て
い
る
。「
が
ん
対
策

推
進
基
本
計
画
」
に
も
「
が
ん
教
育
」

の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

契
「
が
ん
教
育
」
に
つ
い
て
の
見

解
を
問
う
。
形
小
・
中
学
校
で
「
が

ん
教
育
」
を
行
わ
な
い
か
。

　

学
校
教
育
部
長　

契
文
部
科
学
省

で
も
、「
が
ん
の
教
育
総
合
支
援
事

業
」
に
取
り
組
も
う
と
し
て
お
り
、

学
校
に
お
け
る
健
康
教
育
の
中
で
も
、

が
ん
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
形
が

ん
予
防
も
含
む
健
康
教
育
に
つ
い
て
、

研
究
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　

許
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
の
取

組
の
拡
充
を
。

　

市
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
は
、
市

子
ど
も
達
に
命
の
大
切
さ

子
ど
も
達
に
命
の
大
切
さ
をを

学
ぶ
「
が
ん
教
育
」

学
ぶ
「
が
ん
教
育
」
をを

渡
辺
大
三
（
み
ん
な
の
党
）

　

虚
平
成
６
年
１
月
か
ら
市
役
所
庁

舎
（
第
二
庁
舎
）
の
賃
借
が
始
ま
り
、

間
も
な
く　

年
に
な
る
。
当
時
、
市

２０

長
も
与
党
議
員
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
「　

年
間
の
仮
庁
舎
」
と

１０

説
明
し
て
い
た
。
一
体
な
ぜ
、
約
束

の　

年
が
倍
の　

年
を
超
え
る
こ
と

１０

２０

に
な
っ
た
の
か
、「
見
え
る
化
」
す
る

必
要
が
あ
る
。
市
長
と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な

い
。
過
去
の
長
い
経
過
が
あ
る
の
で
、

先
が
見
え
た
段
階
で
総
括
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

許
過
日
、
神
奈
川
県
秦
野
市
で
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
視

察
し
た
。
秦
野
市
で
は
、
施
設
白
書

が
で
き
た
後
、
す
ぐ
に
公
共
施
設
再

賃
借
庁
舎

年
超

賃
借
庁
舎　

年
超
ええ

２０２０

に
つ
い

に
つ
い
てて
市
民
に
説
明

市
民
に
説
明
をを

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

虚
第
１
回
定
例
会
提
案
予
定
の
国

保
税
引
上
げ
は
生
活
を
破
壊
す
る
。

引
上
げ
を
抑
え
市
民
の
負
担
を
減
ら

し
て
い
く
た
め
、
契
来
年
度
の
国
保

会
計
へ
の
「
そ
の
他
一
般
会
計
繰
入

金
」
を
２
０
１
２
年
度
並
に
引
き
上

げ
よ
。
形
特
定
健
診
・
健
診
事
業
は

有
料
化
す
べ
き
で
な
い
。
径
国
に
対

し
て
、
給
付
費
に
対
す
る
国
庫
負
担

率
を
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
よ
。
恵

口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
Ｐ
Ｒ

を
。
慶
以
上
の
点
を
進
め
な
が
ら
、

国
保
税
の
引
上
げ
を
や
め
る
べ
き
。

　

市
民
部
長　

契
９
億
円
近
い
赤
字

補
填
額
は
決
し
て
低
い
水
準
で
は
な

い
。
形
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
の

動
向
を
注
視
し
、
影
響
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
。
径

全
国
市
長
会
を
通
じ
、
国
の
責
任
と

国
保
税
引
上
げ
条
例

国
保
税
引
上
げ
条
例
のの

提
案
は
や
め

提
案
は
や
め
よよ

中
根
三
枝
（
自
民
党
小
金
井
）

　

虚
孤
独
死
を
最
小
限
に
抑
え
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
小
金

井
市
を
構
築
す
る
た
め
、
契
友
愛
活

動
事
業
と
高
齢
者
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
支
援
事
業
の
現
状
は
。
形
都
内
の

区
で
は
、
孤
独
死
の
芽
を
摘
み
取
る

た
め
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
家
庭
訪
問
し
、
異
常
を

区
に
知
ら
せ
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

小
金
井
市
で
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
協
力
を
願
う
考
え
は
な
い
か
。

　

介
護
福
祉
課
長　

契
市
で
友
愛
活

動
員
を
委
嘱
し
て
い
る
。
月
に
１
、

２
度
訪
問
か
電
話
で
対
応
。
平
成　
２４

年
度
は
延
べ　

回
訪
問
、
電
話
は　

２１２

７９

回
行
っ
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、

民
生
委
員
の
協
力
で
事
業
の
紹
介
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登
録
の
希
望
を
と
っ

て
安
否
確
認
等
連
携
し
な
が
ら
行
っ

最
期
ま

最
期
ま
でで

安
心
で
き
る
社
会

安
心
で
き
る
社
会
をを

片
山　

薫
（
市
民
自
治
）

　

虚
東
京
電
力
か
ら
の
賠
償
請
求
の

案
内
に
よ
る
と
、
放
射
線
測
定
や
避

難
者
支
援
に
か
か
っ
た
経
費
も
対
象

と
な
る
。
本
来
は
市
民
測
定
の
放
射

能
測
定
器
の
更
新
や
避
難
者
支
援
を

充
実
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
降
下
量
は
福
島
県

や
茨
城
県
に
次
い
で
東
京
都
は
全
国

で
３
番
目
に
多
い
。
食
品
や
土
壌
、

空
間
放
射
線
量
測
定
も
継
続
し
、
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。
契
賠
償
請
求
の

状
況
は
。
形
避
難
者
支
援
の
状
況
は
。

　

危
機
管
理
担
当
部
長　

契
外
部
で

の
放
射
能
測
定
費
用
と
学
校
給
食
の

測
定
用
食
材
費
と
し
て
４
万
５
千　
６７７

円
を
請
求
し
、
支
払
い
を
受
け
た
。

次
の
請
求
は
精
査
中
。
形
３
月
８
日

の
こ
が
ね
い
市
民
活
動
ま
つ
り
で
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
被
災
地
、
避
難

東
京
電
力
へ
の
賠
償
請
求

東
京
電
力
へ
の
賠
償
請
求
とと

避
難
者
支
援

避
難
者
支
援
をを


